
最終報告「防災教育開発機構」

平成22年2月23日

防災教育開発機構（人と防災未来センター） 山本健一 1



１．EARTHのプログラム修了者がどのような活動につな

げられるのかがわからないので、明確にしてください。
EARTHだけでよいのかどうかが疑問です。

２．成果をどう発信していくか。全国にどう広げていくか。

３．ローカルを意識する。

４．EARTHをもっと活用する。

５．本支援プログラムで重点的に推進した項目がやや
不明確である。
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中間報告会における委員からのコメント



【防災教育推進委員会】

神戸海洋気象台、兵庫県防災企画局、
神戸市危機管理室、神戸市消防局

【防災教育開発機構】

兵庫県教育委員会、神戸市教育委員会、

神戸学院大学、兵庫県立舞子高等学校、
人と防災未来センター

事業関係機関

研究機関、教育機関、報道機関、国際機関、
企業、ＮＰＯ、地域団体、保護者 等 3
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防災教育支援事業 【最終成果】
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① 防災科学技術教育関連教材等の作成
・全国防災教材の分類表

・緊急地震速報関連教材

・GIS活用ハザードマップ作成授業

・障がい者対応教材

② 教職員等対象の研修カリキュラムの開発・実施
・様々な目的に対応した教員研修プログラム

③ 実践的な防災教育プログラムの開発･実施

・全国・海外で実践可能な防災教育メニュー

・大震災が生んだ防災教育の神戸での実践

④ 地域の実情に応じた先進的な取組の実施
・全国で活躍するEARTH員

・ユース震災語り部「私の語り」
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目 的
神戸海洋気象台の知見を得て、緊急地震速報が配信され

たらどう対応するべきなのかを「考えてもらう」教材を開発。

取組状況

【平成20年度】＜教材の試行開発＞

カード：それぞれに「頭を守る」「ドアを閉める」等の行動記載。

ワークシート：緊急地震速報の基礎知識の記載と、「寝ている

とき」「学校の教室」等の様々な状況の設定。

マニュアル：緊急地震速報の詳細記載と、カードとワークシー

トを使って様々な学習が可能なことを例示。

【平成21年度】

・兵庫県内小学校で実験授業を実施中。
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緊急地震速報関連教材



目 的
GISを活用した防災マップの作成や、地域の地震危険度評

価等を行う授業を試行し、その内容・手順等を、全国で実施
できるプログラム案としてとりまとめ。

取組状況

【平成20年度】

・兵庫県、神戸市からのGISデータ提供等によりデータ整備。

・兵庫県立舞子高校で地震災害を例に試行（２学期授業）。

【平成21年度】

・兵庫県GISデータについて、当機構HPで公開開始。

・神戸市立神港高校・情報処理科で、災害危険度GISデー

タを活用した単元の実施（３学期授業）。
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GISを活用したハザードマップ作成授業



目 的
発達障害や視覚障害のある児童生徒に対する防災教育用

のマルチメディア教材の作成。

<背景>「障害のある児童及び生徒のための教科用特定図書

等の普及の促進等に関する法律」の公布(H20.6.18)

取組状況

・「幸せ運ぼう 中学生版」（神戸市教育委員会）の一部に

ついて試行的なDAISY （Digital Accessible Information 
System）化作業を終了。兵庫県内の特別支援教育関係

機関に提供し、意見照会中。

・今後も、「幸せ運ぼう」「明日に生きる」等をもとに、マルチ

メディアDAISY教材を開発予定。
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発達・視覚障害等に対応した防災教材



【平成20年度】

既存研修プログラムの試行見直し。

【平成21年度】

見直したプログラム（初級・中級・上級各コース、EARTH訓練・研

修会）により兵庫県内で実践中。
＜（例）心のケアに関する研修＞

・初級コース：「心のケア基礎知識」専門家による講義

・中級コース：「心のケア授業」EARTH員による授業指導

・上級コース：「心のケア発展知識」EARTH員による講義・演習

・EARTH訓練・研修会：心のケアに関するロールプレイ等

＜（例）防災教材を活用した研修＞

・防災教材の開発を行うプログラム

・防災教育支援事業で開発した教材を活用したプログラム
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様々な目的に対応した教員研修プログラム



目 的
小学校と地域が連携して防災教育を行えるよう、防災教育メニュー及び

実施に必要な事項を示したガイドブックの作成。

取組状況
【平成20年度】

・ 神戸市消防局等が中心となって、神戸市内の１２のモデル小学校で

防災学習、防災訓練の実践。

【平成21年度】

・ 上記成果を踏まえガイドブック作成（４１防災教育メニューの提示）｡

神戸市内の全防災福祉コミュニティに配布、消防職員向け研修会開催。

・ メニューの一部を紹介する英語版を、JICAと共同作成。

JICA国内・海外事務所等へ配布予定。 10

全国・海外で実践可能な防災教育メニュー



目 的
学校現場において防災教育をどのような考えでどのように進

めていくのが望ましいかを、神戸の実践をもとにとりまとめ。

取組状況
【平成20年度】

・冊子「未来につなぐ防災教育」の作成。

※「ユース震災語り部DVD」の活用状況の紹介等も記載。

【平成21年度】

・神戸市立の全学校（幼･小･中･高･特別支援）に配布、説明。

・他地域に配布し、情報発信。
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大震災が生んだ防災教育の神戸での実践
（とりまとめ冊子の作成、普及）
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全国で活躍するEARTH員



◆目の前で焼け落ちる家を震えながら見てい
た小学６年生。何も出来ない悔しさを今も心
に抱えながら、戦争で文字を失ったカンボジ
アの子供達に絵本を送る活動を続けている。
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ユース震災語り部「私の語り」

◆消防士の父が、地震発生直後に家を出て行
き、しばらく帰ってこなかった。家族より仕事
が大事なのかと父を憎んだ小学１年生の女
の子は、今、父の背中を追いかけ、消防士に
なった。
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当時小学６年生の語りを
現在の小学６年生が聞く

（芦屋市の小学校）

東京消防庁の
３つの防災館
でも常時上映
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授業を行う地域で
過去に起こった

災害について説明



平成22年３月９日（火）14:30～17:00
兵庫県民会館11階 パルテホール（神戸市中央区）

【第１部】 報告「大震災の教訓を踏まえた新たな防災教育」

＜報告者＞（報告順）

人と防災未来センター、神戸学院大学、神戸市消防局、

神戸市教育委員会、兵庫県教育委員会、舞子高等学校

【第２部】 パネルディスカッション「新たな防災教育を全国に普及」

＜パネリスト＞

上記報告者 及び 気象庁神戸海洋気象台
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「防災教育支援事業」成果報告会
－大震災が生んだ新たな防災教育を全国に普及－
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